
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立宮前小学校 ）     学校番号 ７１                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 『笑顔あふれる宮前小』        
          

重 点 目 標 

１ 「真の学力」の育成…学校課題研修の充実 ICTを活用した学びの推進 
２ 豊かな心、健やかな体づくり…あいさつの励行 事故防止に努め、安心・安全な教育環境の整備 
３ 地域とともにある学校づくり…家庭・地域と絆を深める学校づくりの推進 情報発信の充実 
４ 教職員の資質向上…高学年教科担任制の実施 校内研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

<現状> 

①R4 全国学調及び市学調「国語・算数の勉強は好

きだ。」の質問項目において、R3 と比較し肯定

的な回答の割合は国語で全国・市ともに増加、

算数は全国でほぼ同じ、市では減少した。 

②R4 学校自己評価「日々の授業における「宮前ス

タイル」の実践」の質問項目において、94％の

教職員が肯定的な回答をした。 

③R4 学校自己評価「タブレット型端末の活用」に

関する質問項目において、教職員の 97％、児童の

95％、保護者の 86％が肯定的な回答をした。 

<課題> 

〇今年度に予定されている研究発表会に向けて、

「宮前スタイル」を発展させていく。 

〇タブレット型端末の持ち帰りの頻度を増やし、

家庭におけるデジタル教材を活用した学習を充

実させる。 

・学校課題研修

の充実と「宮

前スタイル」

の発展 

・個別最適な学び（指導の個別化）を充

実させ、児童に「できた」という実感

をもたせる。 

・主体的、対話的で深い学びを取り入れ

た授業改善に学校全体で取り組む。 

①R5 全国学調及び市学調「国語・算数の

勉強は好きだ。」の質問項目におい

て、肯定的な回答の割合を R4 の値よ

り向上させることができたか。 

②各教科における「宮前スタイル」を全

教職員が日々の授業で実践できたか。 

① 全国学調国語は R4 年度 68.1 、R5 年度

73.3 で 5.2pt 増加、算数は R4 年度

62.2、R5 年度 61.4 で 0.8pt 減少した。市

学調国語は R4 年度 75.1、R５年度 78.7 で

3.7pt 増加、算数は R4 年度 60.1pt、R5 年

度 69.1ptで 8.9pt増加した。 

② 「宮前スタイル」が定着した。各教科に

おいて研究を進めて授業実践、研究発表

会を行うことができた。 

A 

・個別最適な学びからさらに協働的な

学びにつながる主体的・対話的で深い

学びを意識した研究をすすめて、授業

改善を行う。 

・学校課題研修を通して「宮前スタイ

ル」が教職員に定着してきた。さらに

改善して内容を共有するとともに、授

業実践並びに教職員間での参観、協議

を行う。 

 

・学力については、学校課題研

修「宮前スタイル」の定着と

ICT「タブレット」の活用であ

る。研修の結果指導力が上が

り研究発表会での発表ができ

ており、授業がよくなってい

るのであれば Aとしてよいと

考える。 

 

・タブレットが活用されてお

り、学習効果があったと思わ

れるので、Aとしてよいと考え

る。 

・学びの自律化

に向けたタブ

レット型端末

の活用とデジ

タル教材の積

極的活用 

・校内研修を通じて、個の学習状況を正

確に把握できるスキルの向上を図る。 

・個の状況に応じ、ドリルやドリルパー

ク、個別の補習等の実践を行う。 

①R5 全国学調及び市学調 国語・算数の

「知識・技能」の自校結果を、R4 の値

より向上させることができたか。 

②週に１回以上、タブレット型端末やデ

ジタル教材を活用した家庭学習が実施

できたか。 

① 全国学調国語は R4 年度 68.6、R5 年度

69.2 で 0.6p 増加、算数は R4 年度 69.3、

R5 年度 64.2 であり、5.1pt 減少した。市

学調国語は R4 年度 68.6、R5 年度 64.8 で

3.77pt 減少、算数は R4 年度 66.2、R5 年

度 67.6で 1.4pt増加した。 

② タブレット型端末やデジタル教材は、長

期休業中は家庭に持ち帰りタブレットを

使用した学習に取り組み、学校では授業

においての活用が定着している。 

A 

・個の学習状況を把握することについ

てさらなる充実を図る。 

・今年度は長期休業期間や感染症等に

よる学級閉鎖の際に、タブレットの家

庭への持ち帰りを実施することができ

た。ログイン時の操作の問い合わせが

多数あったため、年度当初からタブレ

ットの使用方法について、確認してい

く。 

2 

<現状> 

①R4 学校自己評価「あいさつの励行」に関する質

問項目において、肯定的な回答の割合は、R3 と

比較し教職員・児童はほぼ同じ、保護者は増

加、地域の方々は減少した。 

②R4 学校自己評価「安心・安全」に関する質問項

目において、肯定的な回答をした児童の割合は

R3と比較し 20％以上増加した。 

<課題> 

〇特活部を中心に、地域と連携してのあいさつ運

動に取り組んでいく。 

〇安全指導の充実・徹底を図り、児童に「自分の

身は自分で守る」意識をもたせるとともに、保

護者、地域と連携しての見守り活動の一層の強

化に取り組んでいく。 

・地域と連携し

た気持ちのよ

いあいさつの

励行 

 

 

 

 

 

・各学年・学級におけるあいさつの励行

に努める。 

・あいさつキャンペーンや集会など、特

別活動の充実を図る。 

・地域と連携してのあいさつ運動を各学

期１回以上実施する。 

①R5 学校自己評価「あいさつができる」

の質問に肯定的な回答をする児童・保

護者・教職員・地域の方々の割合が R4

より増えたか。 

②地域と連携してのあいさつ運動を各学

期 1回以上実施できたか。 

① R4児童 83.2 保護者 86.4 教職員 87.9 

地域 83.4 

R5児童 83.9 保護者 84.4 教職員 95.6 

地域 92.3 であり、8 割以上の肯定的回答

を得ることができた。 

② あいさつ運動は、交通安全キャンペーン

や児童会のあいさつキャンペーン、近隣

中学校によるあいさつ運動などを通して

行うことができた。 

A 

・あいさつは本校の最重要課題であ

る。引き続き、特別活動部を中心に、

継続してあいさつの励行に取り組むも

のとする。 

・児童一人ひとりがあいさつを意識

し、保護者や地域の方とともに取り組

める交通安全キャンペーン、あいさつ

キャンペーンの取り組みを継続してい

く。 
 

・あいさつは、児童のポイント

が増えており、保護者は減で

あるが８割を超えている。達

成度は Aでよいと考える。 

 

・教職員が安心・安全に関して

100％になりアピールできるよ

うになった。教職員の意識が

高くなっている。 

・児童の安全を

守る登校指導

と安全点検等

の改善 

 

 

・月１回の安全点検・登校指導につい

て、実施方法や点検項目の見直しを図

る。 

・引き渡し訓練、一斉下校等の実施につ

いて、効果検証及び改善に向けた取組

の充実を図る。 

①R5 学校自己評価における「安心・安

全」に関する質問に肯定的な回答をす

る児童の割合が R4より増えたか。 

②安全点検や登校指導等の定期的な実施

ができたか。 

① R4児童 95.6 保護者 89.9 教職員 100.0 

R5児童 94.6 保護者 92.5 教職員 100.0 

児童 1pt 減、保護者 2.5pt 増であり８割

以上の肯定的回答を得た。 

② 毎月１回の安全点検や登校指導を行い、

一斉下校や引き渡し訓練を実施した。 

A 

・登下校時の児童の安全確保や不審者

への対応は大きな課題である。引き続

き安全指導の充実・徹底を図り、保護

者・地域との連携をしながら見守り活

動の一層の強化に取り組んでいく。 

3 

<現状> 

①R4 学校自己評価「学校での児童の様子を伝えて

いる」の質問項目において、保護者・地域の

方々の 92％が肯定的な回答をした。 

②学校 HP「宮ちゃん・前ちゃんのブログ」におい

て、学校の教育活動を掲載している。 

③R4 市学調「地域とのかかわり等」に肯定的な回

答をした児童の割合は R4と比較し増加した。 

④R4 学校自己評価「PTA や地域の行事等に関わっ

ている」の質問項目において、教職員の 100％が

肯定的な回答をした。 

<課題> 

〇学校の取組や児童の活動を保護者・地域の方々

に積極的に周知していく。 

〇PTA や地域の行事により多くの教職員が参加でき

るよう、体制を整えていく。 

・学校運営協議

会において、

目指す児童の

姿や地域との

連携の充実に

ついて共有 

・学校運営協議会開催の際に、可能な範

囲で、学校内を見ていただく機会を設

ける。 

・学校での活動がわかるよう日々の教育

活動を学校 HPに掲載する。 

①R5 学校自己評価における「児童の成長

に関心が高まった」の質問に肯定的な

回答する保護者・地域の方々の割合が

８割以上となったか。 

③ 学校 HP の更新を週に３回以上でき

たか。 

① R4児童 91.3 保護者 94.7 教職員 100.0 

R5児童 89.8 保護者 96.1 教職員 100.0 

児童 1.5pt 減、保護者 1.4pt 増、教職員

±0pt となっている。肯定的割合は８割以

上となった。 

② 学校 HP の宮前小学校ブログはほぼ毎日掲

載しており、162 回の更新することができ

た。 

A 

・授業参観や学校公開、学校だより、

学校 HPを通して、保護者や地域の方

に、学校の教育活動に関心をもってい

ただくことができた。 

・学校 HPの更新では、最新の情報を発

信して、児童の学習活動や学校の行事

等の様子を伝えられるようにしてい

く。 
 

・授業参観を通して教育活動の

様子がよくわかった。 

 

・地域の行事への参加はもっと

していると思われるが、アン

ケート項目の、質問の仕方が

こどもにとって分かりにくく

て答えていない場合があるの

ではないか。 

 

・自分の住んでいるところにも

っと興味をもっていけるよう

になるとよい。 

・PTA・地域の行

事への積極的

参画 

 

 

 

 

・各自治会との連携をとり、地域の行事

について、可能な範囲で児童・保護者

に周知を図り、参加を促す。 

・PTA 主催の催しについては、今年度に

即した活動になるよう協議し、実施で

きる機会を昨年度より増やす。 

①R5 市学調における「地域とのかかわり

等」に肯定的な回答をする児童の割合

が R4より増えたか。 

②PTA や地域の行事に児童・保護者・教

職員が R4 より積極的に関わることが

できたか。 

① 市学調 R4 年度 68.9  R5 年度 81.2 とな

っており、昨年度は感染症等の影響があ

ったとみられた一方、今年度は 12.3pt の

上昇がみられた。 

② 行事が増えて、コロナ禍で制限があった

昨年度に比べて、参加する人数が増え

た。 

A 

・学校の取り組みや児童の活動の様子

を積極的に地域・保護者の皆様に発信

するとともに、地域の行事や情報を可

能な限り周知するようにする。 

・来年度の創立５０周年記念を迎える

にあたり、学校、家庭、地域、とのよ

り一層の協働をふまえて事業を行う。 

4 

<現状> 

①R4 学校自己評価「教育課程・学習指導」におけ

る教職員の肯定的な回答は、いずれも 9 割以上

に達している。 

②R4 学校自己評価「高学年教科担任制は、年間を

通して円滑に実施されている」の質問項目にお

いて、97％の教職員が肯定的な回答をした。 

<課題>〇体育・体力向上部を中心に、年間を通し

て計画的に体力向上の取組を実施していく。 

〇高学年教科担任制のさらなる充実に向けて教職

員の指導力向上に関する取組を強化していく。 

・教員の指導力

と専門性を高

める校内研修

の充実 

 

 

 

 

・高学年教科担任制の成果・課題につい

て集約し、進める過程で発生する課題

について随時、検討・対応する。 

・教職員の指導力と専門性を高めるた

め、校内パワーアップ講座を実施す

る。 

①R5 学校自己評価における「教育課程・

学習指導」の質問項目において、肯定

的な回答をする教職員の割合が R4 よ

り増えたか。 

②年間を通して高学年教科担任制を円滑

に実施できたか。 

 

① R4児童 91.3 保護者 94.7 教職員 100.0 

R5児童 89.8 保護者 96.1教職員 100.0 

児童 1.5pt 減、保護者 1.4pt 増、教職員

±0pt となっている。児童、保護者ともに

８割の肯定的割合であり、教職員の 100%

が肯定的な回答をした。 

② 年間を通して高学年に９教科担任制を実

施し、効果的な授業実践を行った。 

A 

・学校自己評価の教育課程・学習指導

における「健やかな体をはぐくむ教育

の推進」では、教職員の肯定的回答が

高く、年間を通して計画的に体育、体

力向上部を中心にさらに体力向上を目

指していく。 

・高学年の９教科担任制の充実に向け

て、教職員のさらなる指導力向上を目

指して取り組むようにする。 

 

・落ち着いて学習する様子か

ら、達成度 Aでよいと思われ

る。 

 

・年間を通して計画的に、さら

に意図的・計画的・継続的な

取組を行い、体力向上を目指

していく。 

 


